
【鳴門市行政評価】 103幼稚園少人数学級推進事業（年長３０人学級の推進）

◎基本情報

◎事業概要（PLAN)
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◎実施結果（DO)

事業
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内容

24年度は目標を達成
するため、手段として
どのような活動を行っ
たのか

 ２４年度は、結果的に該当園がなかった。
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【鳴門市行政評価】 103幼稚園少人数学級推進事業（年長３０人学級の推進）

◎平成２５年の実施状況（DO')

◎項目別評価（CHECK)

◎今後の方向性(ACTION)

↓「廃止」・「要改善」・「拡充」の場合は以下の欄に記入してください。

今後の
改革案

実施予定時期

どのように改革するのか

課題

今後の方向性 1.廃止 2.要改善 3.現状維持 4.拡充 3

/10 ⑤ 効率性向上の余地はない。

③ 作業手順の改善などによる人件費削減の余地はない。

④ 受益者負担や補助金の割合に問題はない。

理由等所見欄

6
① 事業実施手法は適切である。 学級定員を減じると事

業費は増えざるをえ
ない。臨時教員で対
応しているが、募集に
対し応募が少ない状
況があるため、募集
条件の見直しをしなけ
れば人員確保が難し
い状態が続いている。

② 事業費を削減する余地はない。

３.効率性の評価

③ 事業対象は適切である。

④ 成果目標が達成され、市民に具体的に説明できるような効果があがっている。

/10

きめ細やかな幼
稚園教育が実行
できる。行政内部の管理上の課題解決に貢献している。

② 事業目標が達成できるような事業内容になっている。

⑤ 現在の事業費で、事業の見直しによる成果向上の余地はない。

市民の基本的な生活の維持・確保に必要不可欠な事業である。

行政内部の管理上必要不可欠な事業である。

法令により実施することが義務づけられている事業である。/10

8
①

市民生活上の課題解決に貢献している。

② 施策

理由等所見欄２.有効性の評価

③ 税金で実施するにふさわしい事業で、市民への説明責任も果たせる。

④

１.必要性の評価

【事務事業名：幼稚園少人数学級推進事業（年長３０人学級の推進）】

現在の実施状況

 ２５年度は桑島幼稚園と成稔幼稚園が該当し、３５人学級と比較すると各１学級増やしてい
るため、臨時教員を配置している。

理由等所見欄

幼稚園教育の充実 の達成につながる事業である。

⑤

事
務
事
業
の
評
価

6

平成２４年度から
実施したが、年長
組３１人から３５
人の学級がな
かった。年少３０
人学級で運営し
ているので、同じ
保育環境である
ことが望ましい。

① 廃止した場合に支障が出る。


